
奎優L澪拿.1溶

日  次

新年のごあいきつ … …… …… … …―……… … 1

病診連携施設紹介「武田内ヽ小児rl医院 ご埃拶J… 2
看護部だより ∫新入紹介J… ……………………―‐… 3
栄胡 談室 嚇 教室」………………………―… …4
医療安全管理室 ……… ……………………… …… …4
ア ラ カルト 的 内陣手術」…… ……………―……5
お知らせ[重□う身障害病棟作品展〒会,「者のインターンシップJ愚者数  6
外来医師担当表 特殊外文ご案内 ―………――――……7

発    `i:習三鋼鷹稜l・
甲

"病
院 広i:委員会

発行責任者 :長 沼 博 文

住

言

フ ァ ッ ク ス 052il`,,
小―ムベーシ l htψ″wψ

"blu ho,p`。
ml

[メ ー ル ko『 uakoFu h。 ,p9。 |'

務帯サイ ト用 QRコ ー ト

(写真 ■ 管理課需第係 山田 昌弘)

所 |〒Ю08533山梨県甲府市天神町 ¬35

話 1 05, 253 6131

山にコまれた山梨県の中でも とりわけm験的なのが 山葉 長野め彙■をなす
=000●

級の山々から|● る理饉 [南 アルプスJ この写真
は 当院の事務奎 (3F,か ら協影したもめですが 当院の西刷に口した窓からであれば一般の栞院者の皆11に も同様の眺要をお楽しみtヽ た

「
,ま す

1基本姿勢 (秒 野行常人同背院1農 の理ξ
患者さんの目線に立ち 優 しさと思いやりをもって病める人々が心を癒 し 病を回復 し健康を維持されるよう勢めます
政策医縦と地域医療

成育 重症心身障害を中心に当院で提供する全てのE捩を政策匡練として位置づけ 国民の健康と安全に寄与すると同
時に 地域医療として山梨県民の皆様に通元 し 県民に選ばれ お役に立てるように日々努力します
息者さんの権利

愚者さんの平等で適切な医療を受ける権利 知る権利 選ぶ権利を守 ります

研究と教育

全ての匡療職種に貢献できる質の高い酪床研究と教育研修の推進に勢めます

安定した経営

たゆまぬ意識改革を行しヽ 独立行政法人として安定 した経箋 目指します
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新年のごあいさつ
病院長 長沼 博文

平成 22イ Fと 新しい年になりましたが 山梨■tの 医療情勢の判題点に大きな好にはなさそうで

す。問題‐‐の上たるものは やはつ医|1不 足です.山 梨県全体でみると 末だ匹

“

,不足で因っ

ている満院が多いのが実情で 特に
'.:の

り詢辺地域で顕著です。当院はどうかと言えば 麻酔ll

医 眼科医 内ll医等が増えて・lと か地l・Kの要望に応えられるようになりつつあるというFl皓

です このような状シせですが 当眈はこれまでどおり 4茨病のうち かん 糖晟病 脳

“

中

に また 5■来のうち 放急医振 (小 児泣急を含む)周 産河 べ療 小児医

"に
取り組んでゆき

ます。これらは 国の政策医tと して取つ組んでいるものの一部です また 地域に密着した

K波にも取 り組んでゆきます。

次の出題は 診r・報酬の改定のことです。 4月 からは全体で少しプラス改定になる予定です

か 病院経常の改善にはまた不十分だと思います.各病院のタカも必要ですが 収支が祟学に

なってF療機器等の■新が充分出来るようにならないと 思者さんに満足されるような卜波の

提供が困難になります.病院ばかりが苦 しんでいて 関連の・●1来会社 医猥機器メーカー等が

共字を出しているという0犬況はおかしなものです.

昨年 政権が民主党に代わり  木経済

をどのように立て直すのか 五■霧中の状

態です。 L界的な経済の l.l題 もあり しば

らくの円は医療の分』年に11源を十分に回せ

ない状態が続くと予想さl■ ます。日本はデ

フレスバイラルに入っているようで 大企

業を始めとして「L分だけよければ病Jが

●・Tし ているのが l● 題です.個人レベル

会社レベル また病院レベルでもそのよう

な状態になっているのではないでしよう

か。少しは他人のことも考えなから行動す

るようにしたいものです。

いろいろと1,題 がありますが 本年もよ

ろしくお願い致します.
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医療法人保坂会 武田内rl小児科医院

理事長 医学博士  保坂 洋一郎

武出ll●1小児アヽ医眈はII.和 62年 5月 に1梨大学JしF形 2「 口に,1設 されました.

最新の医療を 1民の .・様のIr近に をモ ットーに 高 lll●:"「治lF法  心臓疾患 (不性 llK

虚血 1卜心疾患)を 始め =i内祖鏡をlIい た多数の■前日
'"の

発見K 通院ての消イビ‖泄

"の
世

治疲ユ等を中心に,t見  診療をしてまいりました。

近年は薬青Jの進歩も著しく 以 11で は人院治療が 111つ てあったうっ
"1性

,:、不全症 lL l[11

消イヒ憫潰瘍 11炎 (幡 中■度)等 も ,来で治Ⅲ ∫能|+llも 増11し ています

叫此以来 当時のに立中府満眈様には大変お世話になり ■に 外・T 小 ,1イ1 ●fIの 諸先

t方  スタソフの告様方にはこのlt・ をお惜つして厚くお7L中 し上げます.

最.r.は 長沼院t我■ (脳外卜|)の 特殊夕1来 も大いに,‖ させていただき 診療の大きな助け

となっています。

地Щの■ となはもとより 我々,絣所医師にとりましても病診連lt(双方向)は  今後さら

に■要性が増すと思わ
'■

ます。 '`晩 は協力医オ機関として lltt lT政法人 J'病院性椰甲

"病
院とヽに地域住民のI様の爽病治班 億庄保持のため邁進して参つたいと思います

「武田内科小児科医院 ご挨拶」

医療法人 武田内科小児科医院

甲府市屋形 2■ 6
電話 (055)2513663

く診療本1目 >
・ 内科 焔 環器科 ・ 胃腸科 ・ 小児ヽ

く診療時間>
平日午前 9:00～ 12100
木 上曜日 9:00～ 12:00
0日 曜 象口は休診いた

午後 2:30～ 6:00
午後休診

します
医院外観
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鵡 護部長  自川 由起子

希護部では昨年 4月 に12名 の新人を迎え、コ立病院機構甲府病院看護部の一員として安
全 安心な言護が提供できるよう教育 支援を行つてきました。それぞれが個性を生かしな

がら成長しております。これまで 3か月 6か月日の新人の思い がんばりをお伝えして

きましたが 今回は看護ITと して 1年が過ぎようとしている今の気持と2年 日を迎えるにあ
たっての抱負を5人に語ってもらいました.

ことで綺―

“

でした そんな日々の仕事について行く
のがやっとの中で な望て配属された病棟であって
も :分は看議會1に 向いていないのではないかと考え

看護師 1年間を振り返つて
看謳師として

“

照 してから 1年か経
とうとしています.訛職 してからは対
拿 となる 4r生 児 を見ることも はれ
ることも そ して看護をすることすべ

てか初めてのことばかりで 病棟に憤
れることや 日々の業務を党えて行く

2病 II 山 崎  良 子

て つ らい時

"も

ありました。 しかしプリセプターの

方をはじあ 病挫の先輩スタッフの声かけや 指導を

頂いたお曖て餘々に病絆にも螢れて行 くことができ
自分のできないことや分からないことを少 しずつ克‖t
して ・.護技術を身につけることができました.こ れ
からも 泊分は日の前にいる忠児に,が できるかを考
え また 4月 に就職し始めた時の 賑 張ろうJと いう
気持ちを忘れずに日々成長していきたいと思います.

1年間を振 り返つて
助産31と して就戦 してから lFい群

とうとしています この問様々な糧験
ができ とでも早く過ぎたように思い

ます
就崚する前は 情れていた助

“

師の

資格をとることができた,び と 一社

¨ 棟 花澤 優夏
という不規11な 時間で仕事をすることなど毎日が緊張
の連続て いろいろ悩んた日もありました しか し
プリセブターをはじめとする先輩方に支えられながら
少 し

'つ
仕事に償れることができました

これから いよいよ分姉介助が始まります 赤ちゃ
んの誕4,は とでも感動1'な ことですが それとり時に

気状の●まつを ,損する立場として責

「

があります

その責任が果たせるよう日々学iイ し ,験 をヽみiね
ていきたいと思います

会人として責任を持って働くことへの不安でいっばい
でした 実際に就 はしてみると やはり責任の■tき も
そうですが 慣れない環境に自分がいること 3交 代

1年間の振 り返 りと今後の抱負
私が報形夕|ド 病檀で動きはしあて 1

年か,と うとしています.骨折で痛み
の

“

い忠者さんに対して どのように
援助 したら良いか 自分の看議技術の

未熟さに 1/み ましたが 今は先輩方の
IF口■

『

  指導のもと 銅々の忠商さんに合わせ
た看謹が■供出来るようになってきたのではないかと

3病棟 岩 間  由紀 子

■っています.

日々の●護の中で 足者さんからの感謝の言葉に励
まされ また笑顔で退眈される妻をみる時 ●改師に
なって良かったなと感しています.

今後もさらに一人ひとつのi者 さんにあった0崚が
行えるようヽ識を´め 技術を磨いていくと同]=に 実
顔を大切に看謹師として成長していきたいと思います。

1年間を振り返つて
重症心身障害病棟で働き始めて 与

くも 1年か経 とうとしています 忠者
さんはそれぞれ自分の伝える方法で看
護||に ITし かけてくれます 働き始め
た頃は 憲者 さんの訴えが理解で き
ず 受け止めることが困難で したVI

6病棟 中 込  身 江

日々懸 |● さんに触れ 関わる|で 少 しずつ コミュニ

ケーションも図れるようにな, J者 さんに合つた看
|■ ができるようになってきました 今は忠者さん 1人
ひとつの個性に合わせた摂勁 支援ができるように努
めています これからも曇●心身暉書りじ (者)の 方々
と共に自分亀成長していきたいと思います

1年を振 り返つて
1  4月 に 7病棟 (重 新:心 身障害病棟)

に配属にな り 1年が纏 とうとしていま
す 振 つとると 業務になれることや

1病 袂のllヽ に●●れることに 生懸 命
で あっという間の 1年でした 重症

71・薇 早力1 真生
学びの毎日でした しかし プリセブターの方を始め
とする先輩方のF.導 を頂き 少しずつですが成長する
ことができました 今では患者さんとコミュニケー
ションが取 l■ る様になつ 業務にも慣れ 自分の出来
ることも少しずつ増えていき毎日楽しく働くことがで
きています

これから2年 目になりますが 711心を忘れず知識や
技術が深められる様 日々の学rlを大tlに しなからⅢ
ルっていきたいと思います

惑いもあつました また学生の噴と上tべ  1つ 〕つの

行為に責任か17い  初めて経験するすが多く 緊張 と
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鼎郡卿囚□
外来糖尿病教室
栄姜管理室長 自井 敏昭

☆需澤内測医長

■日籠勉強合
当院では毎月第4金瞑日の午後 外来に輌院されている錮尿病

の思者さんを対象に 螢尿病韓 を11催 して|｀ ます え師 看護
lT 薬刺師 臨I検査技lT 理学療法十 栄蚕十がチームをII

み それt のヽ立場からサポートさせていただいていま二
平成8年 7月 に窮 l同 日がFl催 い たようですが 定かではあ

りません 今●はこの紙面をお僣りし 今まで実ILしてきた内容
(演題名)を部側 にI.介 させていただきます

く食べよう 卜食状のFl lお腹一杯食べたいな >u作 1芋掘り
シーズン ト|:ホ 1始 |お寿司 回転オ司 レどんなおせちにし
ようかな け健康姉 について い楽しく運動 1英味しくおやつ
レ燿消:□■デキストリン トアミノ醸と運動の関係 レ年末年
始のお食事なあに? い外資の工夫について い力0リ ーつて
何? :1炭水化竹oて何? レたんぼく質って何? 卜脂質っ
て何? レ 14みちょつと外食

"t多

くなる レキノコにたっぶり
食術饉継 卜塩分って何, l・冬の食中4に注意 レ外食の楽
しみ方 卜鷺還保健用食品について い適正な食事量について
い運動と食事療ユ )シ ′クデイについて >年末年始の食生
活 ,メ タポリックシンド0-ム 資ヽ レ帥 とアルコール
レおいしく食べるコツ ト歯の健康と栄姜について >鮎尿満
食事薇法クイズ レ食事に関する質l.Iコ ーナー トお慰菜やお弁
当の選び方 レ間食の考え方 レカーボカウント法について
,暑い夏を乗,きろう ,体を温あるお食事について

こうして演題だけを見てみると 重複した詢が数多く見られま
すが 実際の内容はその1崚ポイントや切,日を変え 且つタイ
ムリーな内容で忠者さんにとって人交参考になっているものと思
われます

■螢事会
毎年2月 と10月 の2●  当院の調珈 Fさ ん 委誕瑛員さん

病院関係職財 々の協力のもと 実際に食事を食べながらの勉強
会もこれまでに13回実施していま,

(安藤循瑕器に長 吉市眠 ほヽ長 欄川泌尿器ヽえ長 1口 lll医 IT〕

>程尿村の基礎 レ需尿

“

合,I, "綺尿Ⅲによるき疾患陣書
レ腎症について レ神経い書について レ運動療法について
レ菜詢療法について レインスリンII抗‖について 卜検査の意
IIに ついて い食す董江 ついて >紬尿病ll順症について
い枯尿llと 泌尿器l・患 レ姑尿病LIド陣古 卜薔尿病と腎症
卜精尿病について いメタポリック症候群 い帖尿病の治療に
ついて >運動の効用について い鳳 Fのお薬について い薔
尿病とは 卜釧

"1合
併,1最肯i練 )椰尿出の合併症パート1

レ災害時について ,年末年始の過ごし方 トメタポリックシ
ンドロームについて い椰尿鋼最近の話題質l●lコーナー ト饉
閾Ⅲも合,1症の 1つです い災害時のきがまえについて い1普
′F怖について

レフットケアについて ,愁米症とシックデイについて レイ
ンフルエンザについて ,運l lF"について ●・年末年始の過ご
し方 トインフルエンザの予防

★..調師

☆察剤師

☆崇首土

☆理学様活士

レ葉詢警法につ0

病のお業について
シントロームと薬
★臨麻漫査技師

てヽ い21綺尿病と動脈硬化のお話 卜飾尿
〕綺尿病の合,1●について >メ タポリック

| レIゆ葉の11川と新業について

し出脂血症―l.質について― 卜生理検点について レ楢尿病
性腎症 |どんな検査が必

"? 
レ造 tの しくみ 卜構査報情古が

できあがるまで レ血薔について ,糖尿病の検査について
い嚇 し面 について LI t症とき両梗窒の違いについて
,尿検査について ,鑢尿病の検体検査|=ついて は簡塚病と
■理検査について い饂 についてヽ し め し1とはヽ

レ実技 !ス トレッチ体鎌 >有酸素運動をはじめよう トスト
レッチとその鋤某 レ運動療法の効果について

トクイズ 1種尿病 = 味でおいしお洒と居酒星メニ●― レ薄

園園□

今日 すべての職業 嶽種に安心と安全が求められている時(ヽであります.も ちろん着院においては忠者さん
の安全を最優先に考え診積にあたることは 良質な医療を提供する最も基本的な事項であります。

しかし残念ながら私たち人間はどんなに優秀な人でも うっかりしたり 勧違いしたり をなくすことは出来ま
せん。労災■故に関するhO■ndの厳 では 『 l“つ

=故
の背後には29′Iの軽い事故があり 事故に至らなく

とも同様な事象が 300件存在していたJといわれています.すなわち1件の事故発生の意IIす ることは 類似の

l・ 題が発生しやすい囚子がその組織の環境に存在していることを意lllし ていると考えなければなりません。
このような認証のもとに 医療安全管

'1菫
では 戦員より報告されているヒヤリ ハットを収集し 各職場の

リスクマネージャーで構成しているリスクマネジメント小委員_‐において 当事者の責任を追求するのではなく
その事象の発:Lし た状況を十分に調査 分析し再発防止策を立てています。委員会で検討したIl策を嶽員に
フイードバックし 実践に繋げていくことが医症 ●々管理室の大t・7な費務と考えています.

もちろん良質で安全な仄振を提供するのに欠かせないのは 職員一人一人の安全に対する 意識 です.ど うぞ

今年もさらにその意識を高めて 日々の診療にあたっていただくことを期待しています.よろしくお願いします.
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『眼科 自内障手術J

眼科医長  地場

当rlで は 平成 22年 1月 中旬より '週 月昭口に白内障を中心に手術を再IHし ましたのでお

¬らせいたします。JttI」に 2泊 3日 の人院になりますが 患者さんの市事情に柔軟に対応い

たします。これまで皆様には長らくご不便をおかけいたしましたがよろしくお願いいたします

ここで少し 1内 障について説明いたします。白内障の症状としては 眼のかすみ ぼやけ

まぶしき 披れ眼 近限 老眼などが起こります.濁 った部分によって 光が水品体を通過し

てllの 奥に届くのが妨げヽれるため かすみ等の視力低 ドをFIじ ることがあります。また 中

央部分が主に満っているタイプでは 明るいところで黒口が小さくなる (縮瞳する)と 見づら

く 薄暗いところで具日が大きくなる (散耐する)と 逆に見やすいと言った現象が起こること

もあります.一般に水品体は

'i齢

と共に濁 りが強くなり 厚みが増して凸レンズの度が:Iく な

り より●くなることから 近視や老眼が自内障と同時に進むことも少なくありません。ただ

し これらのような症状があるからと言って 必ずしも白内障とは限りません。同じ様なlT状

か細 1に刊離などの 放っておくとやや急激に悪 くなる病気の初期症状であるこ

ともあるため lLに 長常がないかどうか正確な,疹 断が必要です.老 人■ ¬内喘

は時円をかけで除々に進行するもので -11的には自内障の診断を受けたから

と言ってすぐに手術をしなくではいけないと「iう ことはありませんが 点眼

では治らないので根本治療は手術になります。手術の適正なllt期 について

は息者さんの取業や見え方の要求等で個人差があります。

ますは受診をおすすめします.
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重症lじ身障害病腑 作品晨示日間のお知らせ
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■期間 :平成 22年3/15(日)-3/19(曇 )

×一人 1～ 2日 の具1闇となります

■実習病蔽 :高度国産期医療セン●―
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●受付時間 初診′午前8時30分～午前11的 00分 再診′午前3時20● ～午前1 崎00分 (再診で予約を取らllている方は予約時間まで)
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科員

眼

耳

0,防接種(4ヽ児科)隔週 金曜曰(完全予約制)

●毎月第 4金躍B 糖尿病数室 黒澤医師

●乳児撻診 毎運 人 本庭B(晃全予約制)

0人間ドック 毎週 央 本曜D  脳 ドック 毎週 月 央曜日
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願割  「採用希望施設票Jを
ダウン0-ドの上 当院管

理課人事担当宛にお送り

下さい。折り返しご租談

をさせていただきます。   ■

帆 腺外来Jに ついては 毎週木暉口の午

前中に行っています。乳房にしこりなどの

異常を感じたら すくに受診されることを

お勧めします

晰 凛専門外来Jに ついては 毎週金曜曰

の午前中に行つていきす.肝機能が低下

したと感 じたら 受診されることをお勧

めします.

「物忘れ外来」については 脳神経外科で

行つています。記知かなと思つたら 受診

されることをお勧めします.

力先およびR会先

〒400-3533
山梨県甲府市天神町11重聰5S
国立病院錦 甲府病院

管理課 人事係

1  電・.o662586181(爆 )
|


